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“夢”膨らむ入園式・入学式！
　日本人は「くぎり」「けじめ」を大切にしていますね。保育園や幼稚園に入園さ

せる時、親も不安いっぱいで手元から大勢の友達の中に我が子を送り出します。子

どもも不安そうに周りを見回しています。泣く子がいたり騒ぐ子がいたりするのは

当り前の風景です。ところが小学校の入学式になるとお祝いに来られた来賓や校長

先生の話を聞こうとしている顔になってきます。更に中学校の入学式になると、話

を聞くのは当り前、きちんと背筋を伸ばし姿勢を整えて、話し手の顔を見て真剣に

話を聞いている様子になっています。また、高等学校になると「さあ、これから三

年間、自分を発揮する場所がこの学校なのだ！」という決意に満ちた姿勢が一人一

人の表情から伺えます。

　入園式・入学式に限らず、始業式・終業式・修了式・卒業式など、「式」とは、〈一

定の作法にのっとって行うあらたまった行事〉と辞典に書いてあります。地域や場

所・環境により、〈一定の作法〉の受け取り方がいろいろあるのかもしれませんが、

今現在の熊野町の子ども達が集う園や学校では子

どもの成長と共にあるべき姿がはっきりと見えて

きている気がします。求めるものは次の三つの点

ではないかと思います。

　　　　①　他の人の話を聞く姿勢

　　　　②　話を聞き入れる心構え

　　　　③　他の人の話から自分のこととして考える力

　今の子ども達は、ほとんどの子どもが３歳から（保育園の場合０歳から）集団の

中で生活しています。つまり他を意識する環境の中で育つわけです。①～③は、「式」

という行事に限らず、全ての子ども達の学びの場で必要な能力といえると思います。

　最近、アクティブラーニングという言葉を耳にされたことがあるのではないかと

思いますが、自分で課題を見つけ、その課題を解決する方法を自分の頭で考えて、

自分の力で物事を解決していくという学習方法です。受け身ではなく主体的な学び

を身につけてほしいと願って、先生方が日々研修を積まれている学習方法です。４

月初めの入園・入学の「式」の熊野町の子どもたちの様子から、主体的な学びを求

める熊野の子ども達の将来が見えてくるようで、頼もしく思いました。

中学校の入学式

保育園の入園式

高等学校の入学式

小学校の入学式
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スターティングウィークを終えて
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熊 野 高 等 学 校

　３年目を迎えた「スターティングウィーク」
を実施しました。「中学校までの学習内容の総
復習」「決まりを守り，みんなが助け合う仲間
作り」「学校生活のルールブックを活用した自
己管理」の３つが目的です。まだ緊張感の解
けない中、入学式翌日より、集合訓練・校歌
指導・マナトレなどをおこないました。生徒
達はきびきびと動き、集中して先生方の説明
を聴き、疲れている様子も見える中、一生懸
命取り組んでいました。また、部活動オリエ
ンテーションで先輩達の姿を、多くの生徒が
興味深く見ていました。
　「スターティングウィーク」終了後も、生徒
はよい緊張感を持続して、気持ちの良い学校
生活が送れています。
　入学して早くも１カ月が過ぎましたが、こ
の緊張感を忘れることなく、みんなが助け合
い、協力する集団となり、自らに様々なこと
に「挑戦」してほしいと思っています。

　熊野町では、町内の幼稚園、保育園、小中
学校で「くまどく」を実施しています。

「くまどく」とは、読書をコミュニケーショ
ンツールとし、家族の絆を深めるものです。
　また、「ＳＴＯＰ９」も行なっています。

「ＳＴＯＰ９」とは、ケータイ・スマートフォ
ンによる通信を午後９時以降はしないという
ものです。家族で語り合う時間をつくりま
しょう。

　呉高等技術専門校は、新たに就職しようと
する人、仕事を変わろうとする人、すでに仕
事についている人が社会の変化に対応できる
知識・技術・技能を習得するための公共職業
能力開発施設です。
●女性のキャリアデザイン応援コーナー

　働きたい女性や訓練中の女性に対して、多
様で柔軟な働き方、仕事と家庭を両立するた
めの支援情報など、きめ細やかに相談を行い
ます。
■時毎週水曜日9：00～16：00（要予約）
●校内見学会

■時毎週水曜日13：30～
▷１年課程　溶接加工科、機械システム科
▷６カ月課程　CADワーク科、介護サービス科

■問呉高等専門校　☎0823－71－８８１６
〒737-0003　呉市阿賀中央５丁目11-17
■ HP http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/184/

■問熊野高等学校　☎854－４１５５

（生涯学習課）

マナー講習会の様子

呉高等技術専門校から

お知らせ

くまどく推進コーナー

家族と一緒に本を

楽しみましょう。

－ 15 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'17/６月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'17/６月号　－ 14 －子どもの人権110番 ▢☎0120-007-110 広島法務局・広島県人権擁護委員連合会

いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権については　祝日を除く月～金　8：30～17：15

子どもは地域で守る！！『子ども１１０番の家』にご協力ください。
■申青少年育成くまの町民会議　事務局　生涯学習課　☎820-5621


